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(57)【要約】
【課題】課題は、耐画像劣化性、発色性および密着性が良好である転写用紙を提供するこ
とである。
【解決手段】課題は、原紙と、前記原紙の少なくとも片面上に１層以上の塗工層とを有し
、原紙を基準として最外に位置する最外塗工層が、顔料およびバインダーを少なくとも含
有し、前記顔料の少なくとも１種が非晶質シリカであり、前記バインダーが異なる２種以
上であって少なくとも１種がエチレン－酢酸ビニル共重合体である、昇華型捺染インクを
用いる転写捺染法に使用される転写用紙によって達成される。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原紙と、前記原紙の少なくとも片面上に１層以上の塗工層とを有し、原紙を基準として
最外に位置する最外塗工層が、顔料およびバインダーを少なくとも含有し、前記顔料の少
なくとも１種が非晶質シリカであり、前記バインダーが異なる２種以上であって少なくと
も１種がエチレン－酢酸ビニル共重合体である、昇華型捺染インクを用いる転写捺染法に
使用される転写用紙。
【請求項２】
　前記エチレン－酢酸ビニル共重合体のガラス転移温度が、０℃超である請求項１に記載
の転写用紙。
【請求項３】
　前記エチレン－酢酸ビニル共重合体の平均粒子径が０．０８μｍ以上０．３μｍ以下で
ある請求項１または２に記載の転写用紙。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、繊維材料などの被印刷物へ図柄を形成する転写捺染法において、図柄を転写
するために使用される転写用紙に関する。
【背景技術】
【０００２】
　繊維材料などの被印刷物に図柄を形成させる方法として、昇華型捺染インクを用いて転
写用紙に図柄を印刷して転写紙を作製し、転写紙を被印刷物に密着させて、昇華型捺染イ
ンクを被印刷物に転写させる転写捺染法が公知である（例えば、特許文献１および特許文
献２参照）。
【０００３】
　転写捺染法に用いる転写用紙は公知である。
　昇華転写プリントシステムに用いられ、水性インクの吸収性に優れて滲みなどのない鮮
明な記録画像を得ることができ、昇華転写の際の転写対象物へのインク転写効率にも優れ
た昇華転写用シートとして、シート状基材と、前記シート状基材の片面又は両面に設けら
れるインク受理層とを包含し、インク受理層には顔料とバインダーとカチオン性樹脂とが
含まれており、顔料としては沈降法シリカが使用され、かつ前記バインダーとしては、デ
ンプン、デンプン誘導体、ポリビニルアルコール、変性ポリビニルアルコールの何れか１
種又はそれら２種以上の混合物が使用されることを特徴とする転写紙が公知である（例え
ば、特許文献３参照）。
【０００４】
　昇華型染料を含有するインクや昇華型捺染インクを用いて転写用紙に図柄を印刷して転
写紙を作製する方法としては、特許文献３に記載されるように、インクジェット印刷方式
がよく用いられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－１６８７０５号公報
【特許文献２】特開２０１５－１２４３２４号公報
【特許文献３】特開２０１０－１５８８７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図柄が印刷される前の白紙である転写用紙と、転写用紙に図柄が印刷されて得られる転
写紙との間では、相反する２つの特性を有する必要がある。すなわち、転写用紙では、昇
華型捺染インクを上手く受容する能力を要求され、転写紙では、昇華型捺染インクを被印
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刷物に上手く転写する能力を要求される。
　転写用紙は、被印刷物に形成された図柄の画質が劣化しないよう鮮鋭な画像を有する転
写紙になるために昇華型捺染インクに対する受容性を向上する必要がある。さらに、転写
用紙は、鮮鋭な画像を有する転写紙から、被印刷物に形成される図柄の画質を劣化させな
い必要がある。
　一方、転写紙は、昇華型捺染インクに対する転写用紙の受容性が向上すると、被印刷物
に図柄を形成する転写時において昇華型捺染インクの転写が不十分となる場合がある。そ
の結果、被印刷物では発色性の低下が起こる。
【０００７】
　また、転写は、転写紙と被印刷物とを密着させて行うために、転写紙が被印刷物に上手
く密着できなければならない。上記の画像形成時における画質の劣化とは別に、転写紙と
被印刷物との密着が上手く行かないために起こる画質の問題がある。転写紙と被印刷物と
が上手く密着していない領域では画像のピンボケまたは歪み等が発生する。
　被印刷物へ連続的に転写する場合は、ロール紙状の転写紙と被印刷物とを密着させて転
写が行われる。特に、連続的に転写を進めるためには、転写紙が被印刷物に上手く密着す
ることが、より重要になる。
【０００８】
　特許文献３の昇華転写用シートの品質は必ずしも十分とはいえず、特に、密着性に関し
て向上が望まれる。
【０００９】
　上記を鑑みて本発明の目的は、下記の項目を満足する転写用紙を提供することである。
（１）被印刷物において画像の劣化が抑制されること（耐画像劣化性）
（２）被印刷物において発色の低下が抑制されること（発色性）
（３）転写紙と被印刷物とが上手く密着できること（密着性）
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記の課題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、本発明の目的は、
以下により達成される。
【００１１】
［１］原紙と、前記原紙の少なくとも片面上に１層以上の塗工層とを有し、原紙を基準と
して最外に位置する最外塗工層が顔料およびバインダーを少なくとも含有し、前記顔料の
少なくとも１種が非晶質シリカであり、前記バインダーが異なる２種以上であって少なく
とも１種がエチレン－酢酸ビニル共重合体である、昇華型捺染インクを用いる転写捺染法
に使用される転写用紙。
【００１２】
［２］前記エチレン－酢酸ビニル共重合体のガラス転移温度が、０℃超である上記［１］
に記載の転写用紙。
【００１３】
［３］前記エチレン－酢酸ビニル共重合体の平均粒子径が０．０８μｍ以上０．３μｍ以
下である上記［１］または［２］に記載の転写用紙。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明により、耐画像劣化性、発色性および密着性が良好である転写用紙を提供するこ
とができる。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に本発明を詳細に説明する。
　本発明において、「転写用紙」とは、転写する図柄が印刷される前の白紙状態にある用
紙をいう。「転写紙」とは、転写用紙に対して転写する図柄が印刷された状態にある用紙
をいう。
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　また本発明において、「塗工層を有する」とは、転写用紙の断面を電子顕微鏡によって
観察した際に、原紙と区別できる明確な層を有する用紙を指す。例えば、樹脂成分やポリ
マー成分を塗工し、塗工された前記成分が少量であって原紙に吸収され、結果として、転
写用紙の断面を電子顕微鏡によって観察した際に原紙と区別できる明確な層を有しない場
合、「塗工層を有する」に該当しない。
【００１６】
　転写用紙は、原紙と、前記原紙の少なくとも片面上に１層以上の塗工層を有する。塗工
層中、原紙を基準として最も外側に位置する塗工層を最外塗工層という。塗工層が１層の
場合は該塗工層が最外塗工層になる。
　最外塗工層は、顔料およびバインダーを少なくとも含有し、前記顔料の少なくとも１種
が非晶質シリカであり、前記バインダーが異なる２種以上であって少なくとも１種がエチ
レン－酢酸ビニル共重合体である。塗工層が２層以上の場合において、原紙と最外塗工層
との間に存在する塗工層は、顔料およびバインダーを含有する塗工層または顔料を含有し
ない塗工層のいずれであってよく、また、顔料またはバインダーの種類など、特に限定し
ない。
　製造コストの点から、塗工層は１層が好ましい。また塗工層は、原紙の片面上または両
面上に有してよい。転写用紙は、本発明に係る最外塗工層が原紙の片面上に有する場合、
原紙の裏面に従来公知のバックコート層を有してよい。
【００１７】
　塗工層の塗工量は特に限定されない。転写用紙の製造コストおよび取り扱い易さの観点
から、塗工量は、片面あたり乾燥固形分量で２ｇ／ｍ２以上７０ｇ／ｍ２以下が好ましい
。塗工量の上限は３０ｇ／ｍ２以下がより好ましく、２０ｇ／ｍ２以下がさらに好ましい
。さらに、製造コストを削減するおよび被印刷物と転写紙との密着時における塗工層の欠
落を防止する観点から、塗工量は、片面あたり５ｇ／ｍ２以上１５ｇ／ｍ２以下が最も好
ましい。塗工量は、片面あたり塗工層が複数存在する場合、それら合計の値である。
【００１８】
　原紙は、ＬＢＫＰ（Leaf Bleached Kraft Pulp）、ＮＢＫＰ（Needle Bleached Kraft 
Pulp）などの化学パルプ、ＧＰ（Groundwood Pulp）、ＰＧＷ（Pressure GroundWood pul
p）、ＲＭＰ（Refiner Mechanical Pulp）、ＴＭＰ（ThermoMechanical Pulp）、ＣＴＭ
Ｐ（ChemiThermoMechanical Pulp）、ＣＭＰ（ChemiMechanical Pulp）、ＣＧＰ（ChemiG
roundwood Pulp）などの機械パルプ、およびＤＩＰ（DeInked Pulp）などの古紙パルプか
ら選ばれる少なくとも１種のパルプに、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カルシウム、タル
ク、クレー、カオリンおよび焼成カオリンなどの各種填料、さらに、サイズ剤、定着剤、
歩留まり剤、カチオン化剤、紙力剤などの各種添加剤を必要に応じて配合した紙料を抄造
した抄造紙である。さらに原紙には、抄造紙にカレンダー処理、澱粉やポリビニルアルコ
ール等で表面サイズ処理、あるいは表面処理等を施した上質紙が含まれる。さらに原紙に
は、表面サイズ処理や表面処理を施した後にカレンダー処理した上質紙が含まれる。
【００１９】
　抄造は、紙料を酸性、中性またはアルカリ性に調整して、従来公知の抄紙機を用いて行
われる。抄紙機の例としては、長網抄紙機、ツインワイヤー抄紙機、コンビネーション抄
紙機、円網抄紙機、ヤンキー抄紙機等を挙げることができる。
【００２０】
　原紙の坪量は特に限定されない。用紙の取り扱い易さの観点から、原紙の坪量は１０ｇ
／ｍ２以上１００ｇ／ｍ２以下が好ましく、３０ｇ／ｍ２以上１００ｇ／ｍ２以下がさら
に好ましい。また、転写用紙の厚さは特に限定されない。被印刷物への転写に対する取り
扱い易さの点から、転写用紙の厚さは０．０１ｍｍ以上０．５ｍｍ以下が好ましく、０．
０５ｍｍ以上０．３ｍｍ以下がさらに好ましい。
【００２１】
　紙料中には、その他の添加剤としてバインダー、顔料分散剤、増粘剤、流動性改良剤、
消泡剤、抑泡剤、離型剤、発泡剤、浸透剤、着色染料、着色顔料、蛍光増白剤、紫外線吸
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収剤、酸化防止剤、防腐剤、防バイ剤、耐水化剤、湿潤紙力増強剤、乾燥紙力増強剤など
から選ばれる１種または２種以上を、本発明の所望の効果を損なわない範囲で、適宜配合
することができる。
【００２２】
　塗工層は、原紙上または塗工層上に塗工層塗工液を塗工および乾燥することによって原
紙上または塗工層上に設けることができる。
　塗工層を設ける方法は特に限定されない。例えば、製紙分野で従来公知の塗工装置およ
び乾燥装置を用いて塗工および乾燥する方法を挙げることができる。塗工装置の例として
は、サイズプレス、ゲートロールコーター、フィルムトランスファーコーター、ブレード
コーター、ロッドコーター、エアナイフコーター、コンマコーター、グラビアコーター、
バーコーター、Ｅバーコーター、カーテンコーター等を挙げることができる。乾燥装置の
例としては、直線トンネル乾燥機、アーチドライヤー、エアループドライヤー、サインカ
ーブエアフロートドライヤー等の熱風乾燥機、赤外線加熱ドライヤー、マイクロ波等を利
用した乾燥機等を挙げることができる。
　また、塗工層は、塗工および乾燥後にカレンダー処理を施すことができる。
【００２３】
　最外塗工層は、顔料およびバインダーを少なくとも含有する。
　最外塗工層は、顔料として少なくとも非晶質シリカを、バインダーとして異なる２種以
上を含有し、バインダーの少なくとも１種がエチレン－酢酸ビニル共重合体である。
　最外塗工層中の顔料およびバインダーの合計含有比率は、最外塗工層の乾燥固形分量に
おいて６０質量％以上が好ましい。最外塗工層中のバインダーの含有比率は、最外塗工層
中の顔料１００質量部に対して２０質量部以上５０質量部以下が好ましい。
　また、最外塗工層中の非晶質シリカの含有比率は、最外塗工層中の顔料１００質量部に
対して８０質量部以上が好ましい。
　また、最外塗工層中のエチレン－酢酸ビニル共重合体の含有比率は、最外塗工層中のバ
インダー１００質量部に対して５質量部以上３５質量部以下が好ましい。
【００２４】
　非晶質シリカは、製造法によって湿式法シリカと気相法シリカとに大別することができ
る。さらに湿式法シリカは、製造方法によって沈降法シリカとゲル法シリカとに分類でき
る。沈降法シリカは、珪酸ソーダと硫酸をアルカリ条件で反応させて製造され、粒子成長
したシリカ粒子が凝集・沈降し、その後濾過・水洗・乾燥・粉砕・分級の工程を経て製造
される。沈降法シリカは、例えば、東ソー・シリカ社からニップシール、ＯＳＣ社からフ
ァインシール、トクシールとして市販されている。ゲル法シリカは、珪酸ソーダと硫酸を
酸性条件下で反応させて製造される。熟成中に微小粒子は溶解し、他の一次粒子どうしを
結合するように再析出するため、明確な一次粒子は消失し、内部空隙構造を有する比較的
硬い凝集粒子を形成する。ゲル法シリカは、例えば、東ソー・シリカ社からニップゲル、
グレースジャパン社からサイロイド、サイロジェットとして市販されている。気相法シリ
カは、湿式法に対して乾式法とも呼ばれ、一般的には火炎加水分解法によって製造される
。具体的には、四塩化ケイ素を水素および酸素と共に燃焼して作る方法が一般的に知られ
ている。四塩化ケイ素の代わりにメチルトリクロロシランやトリクロロシラン等のシラン
類を単独または四塩化ケイ素と併用して使用することができる。気相法シリカは、日本ア
エロジル社からアエロジル、トクヤマ社からレオロシールとして市販されている。
　非晶質シリカは、沈降法シリカが好ましい。
【００２５】
　最外塗工層は、非晶質シリカ以外に従来公知の顔料を含有することができる。
　従来公知の顔料は、例えば、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カルシウム、タルク、カオ
リン、サチンホワイト、リトポン、酸化チタン、酸化亜鉛、コロイダルシリカ、アルミナ
、水酸化アルミニウム、酸化亜鉛、活性白土、珪藻土などの無機顔料、およびプラスチッ
ク顔料などの有機顔料を挙げることができる。最外塗工層は、これら顔料からなる群から
選ばれる１種または２種以上を組み合わせて、非晶質シリカと併用して含有することがで
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きる。
【００２６】
　エチレン－酢酸ビニル共重合体は、エチレン単量体および酢酸ビニル単量体が共重合し
て得られる共重合体である。エチレン－酢酸ビニル共重合体は、例えば、ポリビニルアル
コール等を保護コロイドとし、ヒドロキシエチルセルロースのようなセルロース系誘導体
や界面活性剤等を乳化分散剤として併用し、エチレン単量体と酢酸ビニル単量体とを乳化
重合法により共重合する製造方法によって得ることができる。また、エチレン－酢酸ビニ
ル共重合体は、例えば、住友化学社のスミカフレックス、三井化学社のケミパール、クラ
レ社のパンフレックスなどの各社から既に市販されている。
【００２７】
　本発明において、エチレン単量体および酢酸ビニル単量体以外に乳化重合に使用される
従来公知の単量体を共重合体における含有分率が３０質量％未満であり且つ本発明の効果
を阻害しない場合には、本発明のエチレン－酢酸ビニル共重合体に含める。また、酢酸ビ
ニル単量体の一部を、プロピオン酸ビニル、ブタン酸ビニルまたはヘキサン酸ビニルで代
用することができる。
【００２８】
　エチレン－酢酸ビニル共重合体のガラス転移温度は、０℃超が好ましい。ガラス転移温
度の上限は、特に限定しないが、３５℃以下が好ましく、酢酸ビニルからなる重合単量体
のガラス転移温度以下がさらに好ましい。
　エチレン－酢酸ビニル共重合体のガラス転移温度は、共重合体を構成する単量体の含有
分率によって調整できる。一般に、エチレン単量体の含有分率が増すと共重合体のガラス
転移温度が下がり、酢酸ビニル単量体の含有分率が増すと共重合体のガラス転移温度が上
がる。
【００２９】
　ガラス転移温度は、下記のＦｏｘ式に従い、各重合体部分の単量体の質量比率から算出
される値である。
　　１／Ｔｇ＝（Ｗ１／Ｔｇ１）＋（Ｗ２／Ｔｇ２）＋・・・＋（Ｗｍ／Ｔｇｍ）
　　Ｗ１＋Ｗ２＋・・・Ｗｍ＝１
　式中、Ｔｇは重合体のガラス転移温度を表わし、Ｔｇ１，Ｔｇ２，・・・，Ｔｇｍは各
重合単量体のガラス転移温度を表わす。温度の単位はＫである。また、Ｗ１，Ｗ２，・・
・，Ｗｍは各重合単量体の質量比率を表わす。
　前記Ｆｏｘ式における各重合単量体のガラス転移温度は、例えば、Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｈ
ａｎｄｂｏｏｋ　Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（Ｗｉｌｅｙ－Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ
　１９８９）記載の値を用いればよい。
【００３０】
　エチレン－酢酸ビニル共重合体の平均粒子径は、０．０８μｍ以上０．３μｍ以下が好
ましい。エチレン－酢酸ビニル共重合体の平均粒子径は、最外塗工層に使用するエチレン
－酢酸ビニル共重合体を電子顕微鏡によって拡大観察し、観察された任意の１００個の粒
子の直径を、画像解析ソフトなどを用いて、測定して求められる値である。
　乳化重合時の粒子径の調節は、例えば、特開２００７－１９３３４３号公報に記載され
ているが如く、既に知られている。エチレン－酢酸ビニル共重合体の平均粒子は、一般的
に、乳化重合の乳化剤濃度および重合開始剤濃度によって調節することができる。
【００３１】
　エチレン－酢酸ビニル共重合体のガラス転移温度が０℃超であると、またはエチレン－
酢酸ビニル共重合体の平均粒子径が０．０８μｍ以上０．３μｍ以下であると、発色性ま
たは密着性がより良好になる。これらの理由は不明である。理由について発明者らは以下
と考える。このようなガラス転移温度のエチレン－酢酸ビニル共重合体は、共重合体内で
適度な間隔を有しながらアセトキシ基を比較的多く有して柔軟性を発揮するため、密着性
に作用する。また、平均粒子径が比較的小さいエチレン－酢酸ビニル共重合体は、最外塗
工層の内部に分散し且つ非晶質シリカの近傍で膜形成し易く、非晶質シリカとインクとの
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相互作用を適度に抑えるため、発色性に作用する。
【００３２】
　最外塗工層は、エチレン－酢酸ビニル共重合体以外に、従来公知のバインダーを含有す
る。
　従来公知のバインダーは、例えば、澱粉およびその各種変性澱粉；カルボキシメチルセ
ルロース、ヒドロキシエチルセルロース等のセルロース誘導体；カゼイン、ゼラチン、大
豆蛋白、プルラン、アラビアゴム、カラヤゴム、アルブミン等の天然高分子樹脂又はその
誘導体；ポリビニルピロリドン；ポリビニルアルコールおよびその各種変性ポリビニルア
ルコール；ポリプロピレングリコール；ポリエチレングリコール；無水マレイン酸樹脂；
アクリル系樹脂；エチレン－酢酸ビニル共重合体を除くメタクリル酸エステル－ブタジエ
ン共重合体、スチレン－ブタジエン共重合体あるいはこれらの各種共重合体のカルボキシ
基等の官能基含有単量体による官能基変性共重合体；メラミン樹脂、尿素樹脂等の熱硬化
合成樹脂等のバインダー；ポリウレタン樹脂；不飽和ポリエステル樹脂；ポリビニルブチ
ラール；アルキッド樹脂等を挙げることができる。最外塗工層は、これらバインダーから
なる群から選ばれる１種または２種以上を組み合わせて、エチレン－酢酸ビニル共重合体
と併用して含有する。
　耐画像劣化性の点から、エチレン－酢酸ビニル共重合体と併用するバインダーは、澱粉
およびその各種変性澱粉、並びにポリビニルアルコールおよびその各種変性ポリビニルア
ルコールからなる群から選ばれる少なくとも１種が好ましい。
【００３３】
　最外塗工層は、顔料およびバインダー以外に、必要に応じて塗工紙分野で従来公知の各
種添加剤を含有することができる。添加剤の例としては、分散剤、定着剤、カチオン化剤
、増粘剤、流動性改良剤、消泡剤、離型剤、発泡剤、浸透剤、着色顔料、着色染料、蛍光
増白剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、防腐剤、防バイ剤等を挙げることができる。
　また、最外塗工層は、転写捺染法で従来公知の各種助剤を含有することができる。助剤
は、最外塗工層塗工液の各種物性を最適化する、あるいは転写される昇華型捺染インクの
染着性を向上させるため等に加えられるものである。助剤は、例えば、各種界面活性剤、
保湿剤、湿潤剤、ｐＨ調整剤、アルカリ剤、濃染化剤、脱気剤および還元防止剤等を挙げ
ることができる。
【００３４】
　最外塗工層は、カチオン性樹脂を含有することが好ましい。
　カチオン性樹脂は、従来公知のカチオン性ポリマーまたはカチオン性オリゴマーであれ
ばよく、特に限定されない。好ましいカチオン性樹脂は、プロトンが配位しやすく、水に
溶解したとき解離してカチオン性を呈する１級～３級アミンまたは４級アンモニウム塩を
含有するポリマーまたはオリゴマーである。カチオン性樹脂の例としては、ポリエチレン
イミン、ポリビニルピリジン、ポリアミンスルホン、ポリジアルキルアミノエチルメタク
リレート、ポリジアルキルアミノエチルアクリレート、ポリジアルキルアミノエチルメタ
クリルアミド、ポリジアルキルアミノエチルアクリルアミド、ポリエポキシアミン、ポリ
アミドアミン、ジシアンジアミド－ホルマリン重縮合物、ジシアンジアミドポリアルキル
－ポリアルキレンポリアミン重縮合物、ポリビニルアミン、ポリアリルアミン等の化合物
およびこれらの塩酸塩、さらにジアリルアミン－アクリルアミド共重合体、ポリジアリル
ジメチルアンモニウムクロライド、ジアリルジメチルアンモニウムクロライドとアクリル
アミド等との共重合物、ポリジアリルメチルアミン塩酸塩、ジメチルアミン－アンモニア
－エピクロルヒドリン重縮合物、ジメチルアミン－エピクロルヒドリン重縮合物のような
アルキルアミンとエピハロヒドリン化合物との重縮合物等を挙げることができる。カチオ
ン性樹脂は、これらからなる群から選ばれる１種以上である。
　カチオン性樹脂は、アルキルアミンとエピハロヒドリン化合物との重縮合物、ジアリル
アミン－アクリルアミド共重合体、およびポリジアリルジメチルアンモニウムクロライド
からなる群から選ばれる１種以上が好ましい。
【００３５】
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　最外塗工層中におけるカチオン性樹脂の含有量は、最外塗工層中の顔料１００質量部に
対して１５質量部以上３５質量部以下が好ましい。
　カチオン性樹脂を含有する理由は、耐画像劣化性が、より良好になるからである。
【００３６】
　転写紙は、昇華型捺染インクを備える従来公知の各種印刷方法を用いて、転写用紙の最
外塗工層を有する面側に図柄を印刷することによって得ることができる。
　転写用紙に図柄を印刷する各種印刷方法は、従来公知の印刷方法であって、特に限定さ
れない。印刷方法は、例えば、グラビア印刷方式、インクジェット印刷方式、電子写真印
刷方式およびスクリーン印刷方式などを挙げることができる。中でも、画質の高精細化お
よび装置の小型化の点でインクジェット印刷方式が好ましい。
【００３７】
　昇華型捺染インクを用いた転写捺染法は、転写用紙に図柄を印刷して転写紙を得る工程
と、転写紙を被印刷物に密着させる工程とを有する方法である。密着させる工程には、必
要に応じて、加熱および加圧が含まれる。密着させる工程における加熱および加圧の条件
は、転写捺染法で従来公知の条件である。密着させる工程は、例えば、プレス機や加熱ド
ラムなどにより転写紙を被印刷物に密着させ加熱および加圧する方法を挙げることができ
る。
【００３８】
　被印刷物は、繊維材料であって、特に限定されない。繊維材料は、天然繊維材料および
合成繊維材料のいずれでも構わない。天然繊維材料は、例えば、綿、麻、リヨセル、レー
ヨン、アセテート等のセルロース系繊維材料、絹、羊毛、獣毛等の蛋白質系繊維材料等を
挙げることができる。合成繊維材料は、例えば、ポリアミド繊維（ナイロン）、ビニロン
、ポリエスエル、ポリアクリル等を挙げることができる。繊維材料の構成としては、織物
、編物、不織布等の単独、混紡、混繊または交織などを挙げることができる。さらに、こ
れらの構成が複合化してもよい。また、必要に応じて、染着促進に効果のある薬剤などで
被印刷物を前処理してもよい。
　昇華型捺染インクを用いる転写捺染法において、被印刷物は、合成繊維材料が好ましい
。天然繊維材料では前処理が必要な場合が多い。
【実施例】
【００３９】
　以下、実施例によって本発明をさらに詳細に説明する。なお、本発明は、これらの実施
例に限定されない。ここで「質量部」および「質量％」は、乾燥固形分量あるいは実質成
分量の各々「質量部」および「質量％」を表す。塗工層の塗工量は乾燥固形分量を表す。
【００４０】
＜原紙＞
　濾水度４５０ｍｌＣＳＦのＬＢＫＰ９０質量部および濾水度４４０ｍｌＣＳＦのＮＢＫ
Ｐ１０質量部からなる木材パルプ１００質量部に、焼成カオリン（ＢＡＳＦ社、アンシレ
ックス）１２質量部、酸化澱粉（日本食品加工社、ＭＳ＃３８００）４質量部、ロジンサ
イズ剤０．３質量部、ポリアクリルアミド樹脂０．６質量部、硫酸バンド０．５質量部を
添加して、得られる原紙のｐＨが４．５以上６未満になるように紙料のｐＨを調節した。
紙料の調成後、長網抄紙機を用いて坪量１００ｇ／ｍ２になるように抄造し、原紙を得た
。
【００４１】
＜最外塗工層塗工液および塗工層塗工液＞
　水を媒体として下記の材料を配合し、塗工液濃度を１３質量％に調整して最外塗工層塗
工液および最外塗工層と原紙との間に設ける塗工層の塗工層塗工液を調製した。配合部数
は、表１に記載した。エチレン－酢酸ビニル共重合体は乳化重合で調製した。ガラス転移
温度および平均粒子径は前出に記載された方法により求めた。下記「Ｔｇ」はガラス転移
温度を指す。
　　Ｐ１：非晶質シリカ（ＯＳＣ社、ファインシールＸ－３７Ｂ）
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　　Ｐ２：軽質炭酸カルシウム（白石カルシウム、Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ－１５）
　　Ｐ３：カオリン（白石カルシウム社、カオファイン９０）
　　Ｅ１：エチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ１５℃、平均粒子径０．１μｍ）
　　Ｅ２：エチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ－２℃、平均粒子径０．２μｍ）
　　Ｅ３：エチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ－６℃、平均粒子径０．３μｍ）
　　Ｅ４：エチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ　０℃、平均粒子径０．５μｍ）
　　Ｅ５：エチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ　５℃、平均粒子径０．３μｍ）
　　Ｅ６：エチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ１０℃、平均粒子径０．７μｍ）
　　Ｅ７：エチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ　５℃、平均粒子径０．０９μｍ）
　　Ｅ８：エチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ－４℃、平均粒子径０．１μｍ）
　　Ｂ１：ポリビニルアルコール（クラレ社、ＰＶＡ１１７）
　　Ｂ２：シラノール変性ポリビニルアルコール（クラレ社、Ｒ－１１３０）
　　Ｂ３：スチレン－ブタジエン共重合体（ＪＳＲ社、ＪＳＲ－２６０５Ｇ）
　　Ｂ４：澱粉（日本食品化工社、ＭＳ＃３０００）
　　Ａ１：カチオン性樹脂（田岡化学工業社、スミレッツレジン１００１）
【００４２】
＜転写用紙＞
（単層）
　最外塗工層塗工液を、原紙の片面上に塗工量９ｇ／ｍ２となるようにエアナイフコータ
ーを用いて塗工および熱風乾燥機を用いて乾燥した。その後、スーパーカレンダー処理を
施して転写用紙を得た。
（２層）
　塗工層塗工液を、原紙の片面上に塗工量５ｇ／ｍ２となるようにブレードコーターを用
いて塗工および熱風乾燥機を用いて乾燥した。続いて、塗工層上に、最外塗工層塗工液を
塗工量９ｇ／ｍ２となるようにエアナイフコーターを用いて塗工および熱風乾燥機を用い
て乾燥した。その後、スーパーカレンダー処理を施して転写用紙を得た。
【００４３】
＜転写紙の調製＞
　得られた転写用紙に、昇華型捺染インクを使用したインクジェットプリンター（ミマキ
エンジニアリング社、ＪＶ２－１３０ＩＩ）を用いて、昇華型捺染インク（シアン、マゼ
ンタ、イエロー、ブラック）による評価用図柄を印刷し、転写紙（ロール紙）を得た。
【００４４】
＜捺染（ロール紙）＞
　被印刷物として巻き物のポリエステル布を用いた。得られたロール紙状の転写紙とポリ
エステル布とを密着させ、加熱および加圧機（２００℃、０．５ＭＰａ、２．０ｍ／ｍｉ
ｎ、ローラー型、ローラーとの接触時間４５秒）を用いて、染料をポリエステル布へ転写
した。その後転写紙をポリエステル布から剥離して、図柄が形成されたポリエステル布を
得た。
【００４５】
＜耐画像劣化性の評価＞
　図柄が形成されたポリエステル布に対して、図柄の鮮鋭性の点から、耐画像劣化性を下
記の基準により画質を官能評価した。本発明において、転写用紙は、評価が３または４で
あれば耐画像劣化性が良好であるものとする。
　　４：良好なレベル。
　　３：画質の劣化がほとんど認められず、概ね良好なレベル。
　　２：画質の劣化が認められるが、実用上問題のないレベル。
　　１：実用上不可になる画像の劣化が認められるレベル。
【００４６】
＜発色性の評価＞
　被印刷物において、昇華型捺染インク３色（シアン、マゼンタ、イエロー）のベタ画像
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部を光学濃度計（サカタインクスエンジニアリング社、Ｘ－ｒｉｔｅ５３０）を用いて色
濃度を測定し、３色の色濃度値を合計した。発色性を下記の基準により判断した。本発明
において、転写用紙は、評価が３または４であれば発色性が良好であるものとする。
　　４：合計の値が４．８以上
　　３：合計の値が４．５以上４．８未満
　　２：合計の値が４．２以上４．５未満
　　１：合計の値が４．２未満
【００４７】
＜密着性の評価＞
　図柄が形成された被印刷物に対して、図柄のピンボケまたは歪みの発生度合いの点から
、密着性を下記の基準により官能評価した。本発明において、転写用紙は、評価３または
４であれば密着性が良好であるものとする。
　　４：ピンボケや歪みが認められず、良好なレベル。
　　３：ピンボケや歪みがほとんど認められず、概ね良好なレベル。
　　２：ピンボケや歪みが認められるが、実用上問題のないレベル。
　　１：ピンボケや歪みが認められ、実用上問題となるレベル。
【００４８】
　評価結果を表１に示す。
【００４９】
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【表１】

【００５０】
　表１の結果から、本発明に該当する実施例１～２３は、耐画像劣化性、発色性および密
着性が良好である、ことが分かる。本発明の構成を満足しない比較例１～６は、本発明に
係る効果の全てを同時に満足することができない、ことが分かる。
　主に、実施例８、１４および１６と実施例１１、１２、１３および１７との対比から、
エチレン－酢酸ビニル共重合体のガラス転移温度は０℃超が好ましい、ことが分かる。
　主に、実施例８、１４および１６と実施例１３および１５との対比から、エチレン酢酸
ビニル共重合体の平均粒子径は０．０８μｍ以上０．３μｍ以下が好ましい、ことが分か
る。
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